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知らない

73 ％
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背景

高齢者
56.2％

横浜市救急受診ガイドを
知っていますか？

救急の現状

ｎ=20,4971

市民の声
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救急車の出動

件数は年々増加

救急搬送の
半数以上は

高齢者
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より多くの市民に利用してもらえる

緊急度判定サービス

生成AI ×
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アンケート概要
デモ使用前
１）救急車の利用経験の有無
２）夜間、休日に急なけがをした際の対応と

受診可能な医療機関の認知度

３）横浜市救急受診ガイド、＃7119の認知度
４）救急車不要と判断された事例を用いた質問

デモ使用後
１）デモの満足度（使用感、操作方法、全体的な評価）
２）救急車を利用するか迷った際に使用したいツール
３）救急車不要と判断された事例を用いた質問
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アンケート
調査の様子

7

スマホ教室

健康教室
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アンケート結果

回答者の性別
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n=30 n=30

回答者の年代

女性

83.3％

男性
16.7％
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アンケート結果

n=30

n=30

Q 今後、救急車を利用するか迷った際に
このサービスを使用したいと思いますか。

Q サービスを使用してみていかがでしたか。

不満の意見の中には . . .

・入力するのが面倒くさい。
・質問の意味が理解出来ない。
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11制作物について

「はまQ」

制作物の愛称
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12はまQとは？

・緊急度判定プロトコルver.3の緊急度の定義に加え、生成AIが症状の緊急度を判定

・様々な症状に対応するために自由記述式で、LINE上に入力
・年齢区分や妊娠の有無等を加味した緊急度を判定をしてくれる
・判定結果から＃7119や119番に直接電話することができる

生成AI × 緊急度判定ツール
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13実際に使用してみましょう
ケース①

同僚の村上さん（６１歳、男性）が
仕事中に顔が青ざめて、冷や汗を
かいている状態で「胸が苦しい」と
言っており、駆けつけたあなたは
救急車を呼ぶべきか迷っています。
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14実際に使用してみましょう
ケース②

宮川さん（３４歳、男性）
新聞を読んでいたら、新聞紙で
右⼿の中指の指先を５ｍｍ程度

切ってしまいました。
不安になり、救急車を呼ぶか
迷っています。



| 地域共生ハッカソン | 2024

15



16

| 地域共生ハッカソン | 2024



| 地域共生ハッカソン | 2024

17



18

| 地域共生ハッカソン | 2024



02 活動報告

| 地域共生ハッカソン | 2024

03 制作物について

01 目的

04 今後の展望

19目次



| 地域共生ハッカソン | 2024

20

１）複数人の登録を可能にすることで、登録をした本人以外（家族等）を対象に
利用できるようにしたい

２）より精度を上げるために緊急度判定プロトコルの情報に加え、かながわ救急相談
センター （♯7119）への相談内容等、実際のデータを組み込みたい

３）使用している薬の副作用による症状を加味した緊急度の判定を可能にするために
おくすり手帳の情報を参照できるようにしたい

４） LINEの登録後、利用者がわかりやすく使えるよう、使用方法についての
メッセージが送られてくるようにしたい

５）目が見えない方なども利用可能にするために、音声入力もできるようにしたい

今後の展望
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横浜市消防局
御所脇 様、高橋 様、金澤 様

とつかリビングラボの皆様

銀の会の皆様

横浜市政策経営局
水谷 様、曽根 様、馬場 様

岩崎学園情報科学専門学校
武藤 先生

桐蔭横浜大学
尾山 先生

横浜薬科大学
田口 先生

21ありがとうございました



ご清聴ありがとうございました！
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